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モンシロチョウは、なぜ

にほんぜんこく

日本全国にいるの 

●モンシロチョウは、日本の
き こ う

気候でくらしていける 

 モンシロチョウが
にほんぜんこく

日本全国で
み

見られるのは、モンシロチョウが、とくに
さむ

寒さに
よわ

弱いとか、
とくべつ

特別な
かんきょう

環境でないと、
い

生きていけないようなチョウではないからです。また、モンシロチ

ョウが
そだ

育つのに
ひつよう

必要な
た

食べ
もの

物が、
にほんぜんこく

日本全国、どこにでもあるものだからといえます。 

 チョウは、いろいろな
はな

花のみつを
す

吸うので、
はな

花さえあればだいじょうぶといえます。やっ

かいなのは、チョウの
ようちゅうじだい

幼虫時代です。 

●チョウの
ようちゅう

幼虫は、
き

決まったえさしか
た

食べない 

 チョウの
ようちゅう

幼虫が
た

食べる
しょくぶつ

植物の
しゅるい

種類は、チョウの
しゅるい

種類によって
き

決まっています。それを
しょくそう

食草といいます。モンシロチョウの
ようちゅう

幼虫である
あおむし

青虫が
だい

大
す

好きな
しょくそう

食草は、キャベツです。

でも、キャベツと
おな

同じ
な か ま

仲間のアブラナ
か

科の
しょくぶつ

植物なら、たいてい
た

食べます。ですから、コマ

ツナ、アブラナ、カブ、ハクサイ、ダイコンの
は

葉なども、あたえてみると
た

食べます。 

●モンシロチョウの
しょくそう

食草は、
ぜんこく

全国どこにでもある  

 これらの
や さ い

野菜は、どれかが
にほんぜんこく

日本全国、どこにでもたいてい
う

植えられています。だから、モ

ンシロチョウは、
しょくそう

食草がなくてこまるということはなく、
にほんじゅう

日本中で
み

見られるといえます。

 モンシロチョウに
ちか

近い
な か ま

仲間のスジグロシロチョウは、イヌガラシなどの
や せ い

野生のアブラナ
か

科

の
しょくぶつ

植物を
しょくそう

食草にしています。 

 チョウは、
しょくぶつ

植物のにおいで
しょくそう

食草を
み

見
わ

分けているようです。チョウの
しゅるい

種類によって、それ

ぞれちがう
しょくそう

食草を
えら

選ぶことで、
おな

同じ
た

食べ
もの

物をとりあうことがなくなり、どの
しゅるい

種類のチョウ

も
い

生きのびていけるのです。（監修・中山 周平） 

 


